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１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 162,245 74.1 13,938 195.4 14,080 219.6 10,249 226.9

2021年３月期第３四半期 93,168 △23.9 4,717 △16.4 4,406 △22.0 3,135 △22.2
(注) 包括利益 2022年３月期第３四半期 10,954百万円( 475.7％) 2021年３月期第３四半期 1,903百万円(△53.2％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 253.05 249.20

2021年３月期第３四半期 77.40 76.23

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 132,709 52,981 39.3

2021年３月期 97,567 43,785 44.2
(参考) 自己資本 2022年３月期第３四半期 52,112百万円 2021年３月期 43,088百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 10.00 － 18.00 28.00

2022年３月期 － 25.00 －

2022年３月期(予想) 35.00 60.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 231,200 66.1 18,560 100.7 18,670 106.4 13,430 118.6 331.59
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期３Ｑ 43,629,235株 2021年３月期 43,629,235株

② 期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 3,127,236株 2021年３月期 3,126,975株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 40,502,161株 2021年３月期３Ｑ 40,502,414株

　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等へのご注意）
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、本四半期決算短信（添付資料） P. 2
「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

　

　　



（参考）

１．2022年３月期第３四半期の個別業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 102,508 67.5 3,554 184.6 4,322 120.0 3,065 114.5

2021年３月期第３四半期 61,190 △14.9 1,248 △29.1 1,964 △19.9 1,428 △16.6
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 75.68 74.53
2021年３月期第３四半期 35.28 34.74

　

２．2022年３月期の個別業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 139,900 57.7 5,130 63.3 8,520 74.0 6,780 84.4 167.40
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症により、経済活動や消費活動に影響

を及ぼしたものの、2021年９月末の緊急事態宣言の解除を受けて、一部持ち直しておりました。一方海外では、依然

として新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、世界経済の先行きは極めて不透明な状況で推移しました。

こうした環境のもと大手需要先である自動車メーカーの新型コロナウイルス感染症拡大に加え半導体不足の影響に

より、当社グループにおいては、生産は一進一退の状況が続きました。

この結果、当社グループの第３四半期連結売上高につきましては、前年同期に比して平均販売価格も上昇したこと

により、アルミニウム二次合金地金1,100億８千８百万円（前年同期比86.2％増）、商品・原料他521億５千６百万円

（前年同期比53.2％増）で、これらを併せた売上高総額は1,622億４千５百万円（前年同期比74.1％増）となりまし

た。

また、収益面につきましては、製品価格と原料価格の価格差（スプレッド）が順調に推移した結果、経常損益につ

きましては、140億８千万円（前年同期比219.6％増）の利益となり、親会社株主に帰属する四半期純損益は102億４

千９百万円（前年同期比226.9％増）の利益を計上することとなりました。

なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期

首から適用しております。このため、前年同期比較は基準の異なる算定方法に基づいた数値を用いております。詳細

については、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変

更）」をご覧ください。

（２）財政状態に関する説明

① 流動資産

当第３四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、前連結会計年度末に比べ344億２千１百万円増加し1,052

億９千万円となりました。これは主に受取手形及び売掛金が132億７千２百万円、商品及び製品が124億１千９百万

円、原材料及び貯蔵品が85億６千６百万円増加したことと、現金及び預金が７億１千６百万円減少したことによるも

のであります。

② 固定資産

当第３四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、前連結会計年度末に比べ７億２千万円増加し274億１千

９百万円となりました。これは主に有形固定資産が５億３千７百万円、繰延税金資産が１億４千１百万円増加したこ

とによるものであります。

③ 流動負債

当第３四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、前連結会計年度末に比べ241億２千２百万円増加し683億

５千６百万円となりました。これは主に支払手形及び買掛金が19億１千３百万円、短期借入金が209億１千９百万円、

未払金が７億５千６百万円増加したことによるものであります。

④ 固定負債

当第３四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、前連結会計年度末に比べ18億２千３百万円増加し113億

７千１百万円となりました。これは主に長期借入金が16億２千３百万円、繰延税金負債が１億８千３百万円増加した

ことによるものであります。

⑤ 純資産

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ91億９千６百万円増加し529億８千１百万

円となりました。これは主に利益剰余金が85億７百万円、為替換算調整勘定が６億４千万円増加したことによるもの

であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期の通期の業績予想につきましては2021年11月11日に「業績予想の修正に関するお知らせ」において公

表いたしました業績予想から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,777 5,060

受取手形及び売掛金 37,915 51,187

商品及び製品 10,847 23,267

仕掛品 138 141

原材料及び貯蔵品 12,443 21,009

その他 3,755 4,635

貸倒引当金 △8 △11

流動資産合計 70,868 105,290

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 16,433 17,306

減価償却累計額 △8,409 △8,783

建物及び構築物（純額） 8,023 8,522

機械装置及び運搬具 29,550 30,333

減価償却累計額 △21,272 △22,313

機械装置及び運搬具（純額） 8,278 8,019

工具、器具及び備品 1,615 1,731

減価償却累計額 △1,274 △1,373

工具、器具及び備品（純額） 341 358

土地 3,841 3,873

リース資産 1,216 1,123

減価償却累計額 △382 △286

リース資産（純額） 834 837

建設仮勘定 160 406

有形固定資産合計 21,480 22,018

無形固定資産 124 121

投資その他の資産

投資有価証券 3,828 3,793

長期貸付金 3 2

退職給付に係る資産 553 549

繰延税金資産 252 394

その他 682 764

貸倒引当金 △227 △225

投資その他の資産合計 5,093 5,279

固定資産合計 26,698 27,419

資産合計 97,567 132,709
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,566 10,480

短期借入金 30,241 51,160

未払金 1,254 2,010

未払法人税等 1,351 1,895

未払消費税等 115 97

未払費用 1,787 1,424

賞与引当金 357 365

その他 559 921

流動負債合計 44,234 68,356

固定負債

長期借入金 7,725 9,349

役員退職慰労引当金 10 12

退職給付に係る負債 206 227

リース債務 100 80

資産除去債務 229 243

繰延税金負債 1,123 1,307

その他 150 150

固定負債合計 9,548 11,371

負債合計 53,782 79,727

純資産の部

株主資本

資本金 6,346 6,346

資本剰余金 8,843 8,843

利益剰余金 28,538 37,045

自己株式 △1,340 △1,341

株主資本合計 42,387 50,894

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,195 1,149

繰延ヘッジ損益 14 △20

為替換算調整勘定 △745 △105

退職給付に係る調整累計額 236 192

その他の包括利益累計額合計 700 1,217

新株予約権 145 145

非支配株主持分 551 724

純資産合計 43,785 52,981

負債純資産合計 97,567 132,709
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 93,168 162,245

売上原価 83,544 142,038

売上総利益 9,623 20,206

販売費及び一般管理費

運搬費 2,226 3,285

貸倒引当金繰入額 1 8

役員退職慰労引当金繰入額 1 1

賞与引当金繰入額 42 83

その他 2,633 2,888

販売費及び一般管理費合計 4,905 6,268

営業利益 4,717 13,938

営業外収益

受取利息 27 28

受取配当金 201 267

為替差益 － 140

技術指導料 0 16

鉄屑売却益 42 104

その他 140 116

営業外収益合計 411 673

営業外費用

支払利息 270 429

為替差損 425 －

その他 27 101

営業外費用合計 723 531

経常利益 4,406 14,080

特別利益

固定資産売却益 5 9

特別利益合計 5 9

特別損失

固定資産除売却損 64 51

特別損失合計 64 51

税金等調整前四半期純利益 4,347 14,038

法人税、住民税及び事業税 1,126 3,575

法人税等調整額 63 60

法人税等合計 1,189 3,635

四半期純利益 3,158 10,402

非支配株主に帰属する四半期純利益 23 153

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,135 10,249
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益 3,158 10,402

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 218 △45

繰延ヘッジ損益 △94 △34

為替換算調整勘定 △1,398 676

退職給付に係る調整額 19 △43

その他の包括利益合計 △1,255 552

四半期包括利益 1,903 10,954

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,890 10,765

非支配株主に係る四半期包括利益 12 189
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

　 （収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これにより、一部の取引

について、従来は、顧客から受け取る対価の総額を収益として認識していましたが、顧客への財又はサービスの提

供における当社グループの役割が代理人に該当する取引については、顧客から受け取る額から仕入先に支払う額を

控除した純額で収益を認識することとしております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認

識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほと

んどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計基準第

86項また書き(1)に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約変更について、

すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１四半期連結会計期

間の期首の利益剰余金に加減しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は528百万円減少し、売上原価は528百万円減少しております。ま

た、営業利益、経常利益、税金等調整前四半期純利益及び利益剰余金の当期首残高に与える影響は軽微でありま

す。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影

響はありません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　


